献辞 三先生をお送りする by 梅山 秀幸
フランスのストラスブールは戦争によってドイツになったり, フランス
になったりする都市ですが, ボージュ山地から切り出した赤い石のキャテ
ドラルを中心にした市街には, 今, 12月, 屋台がひしめき, 夜の間, 町中
をイリュミネーションが華やかに照らし出して, 運河までもが凍てつくよ
うな寒夜であっても人びとで賑わい, さながら ｢クリスマスの首都｣ に変
貌します｡ そこにあるストラスブール大学はゲーテやシュヴァツアーが学
んだ大学ですが, アラゴンの作詞したその校歌には, ｢教えるとは希望を
語ること, 学ぶとは誠実を胸に刻むこと Enseigner c’est dire 	

















ます｡ その間, 若いころには数次にわたって, インドネシアで行われる国
際ワークキャンプに学生たちを引率されています｡ この国際ワークキャン













さについての認識は, 『聖書』 の ｢太初にことばありき｣ に由来するもの














































かと推測されます｡ しかし, それをおくびにもださず, 長いあいだ, 私ど
もと付き合い, 勤め上げられました｡ 若い感受性を持つ学生たちがそのこ
とは感じ取っていて, 先生は学生たちには人気者で, 研究室からは常に学
生たちの歓声が聞こえ, ゼミは活況を呈し, 講義も多数の学生が受講して
いました｡ 先生の略歴を拝見して, 先生はまた音楽家でもいらっしゃった
ことに改めて気づかされましたが, 後悔は先に立たず, 作曲家としてまた
声楽家としての先生の真価を大学で発揮していただく機会がもてなかった
ことが今になって悔やまれてなりません｡
三人の先生方とは, 毎週のように顔を合わせるということは, これから
はなくなりますが, 研究者として定年なさるわけではありません｡ この
『人間文化研究』 はいつでも紙面を空けておきますので, 先生方のご投稿
を歓迎いたします｡ 末永くご健勝で, 桃山学院大学国際教養学部とこの人
間文化学会の行く末をお見守りください｡
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